
北播磨地域　景観資源データベース　【小野市】

① ② ③ ④

景観
シート
※2

景観資源の内容景観資源の名称
ふるさと兵庫を構成
する主要な景観※1 百選等の実績所在地

万勝寺川の歴史と文化

　丘陵の水を集め加里川谷と呼ばれた谷奥から流れだしてくる万勝寺川は、加古川左岸に形成された河
岸段丘に沿って蛇行しながら加古川へと注ぐ。上流部には行基または法道仙人を開祖とする古寺の萬勝
寺が所在する。真言宗の寺院で、本尊は薬師如来である。本堂脇の阿弥陀堂には、県指定文化財の阿弥
陀如来坐像が安置されている。また、長尾町には行基の開祖とされる雲光寺も所在する。長尾町と栄町に
それぞれ所在する熊野神社では、「ワライワライ」と呼ばれるお頭の行事が古式豊かに行われている。中
流域の長尾町や天神町では川に井堰を設け、耕作の水源として利用している。その一部は王子町の大池
まで送られており、その水路は長尾溝と呼ばれている。下流の垂井町近くになると川の水量が減る。これ
は、垂井町や大島町にある自然湧水に通じているからかもしれない。
　このように、万勝寺川は、地域の歴史文化に深くかかわる景観資源となっている。
（出典：小野市HP）

●

小野市

●

加古川下流（小野市･
加古川市　暮らし、文
化伝え脈々と）

　加古川の流れは、小野市下流において三木市と加古川市の三市境で美嚢川と合流し、水量を増す。少し
下った加古川大堰の完成で、上流の上荘橋一帯に広い水面ができ、レガッタの公認コースが開設され大
会が催されている。大堰は平成元年3月、治水と農業・水道用水などの水需要増に応えるためで、堰の長
さは422m。また、東播磨工業地帯の発展に伴う工業用水源として、昭和41年、大堰の北西部に平荘湖、昭
和57年には近くに権現湖が建設され、需要増に対応している。地域の生活を支える重要な水資源としての
利用を通じて、ため池の景観がつくられてきた。
（出典：ふるさとの川紀行（神戸新聞総合出版センター発行））

●

小野市

下東条地区の歴史景
観

  東条川は古くは端鹿川と呼ばれ、大阪の住吉神社領となっていた。その関係からか住吉神社をはじめ数
多くの神社が残されている。また、京都へと抜ける街道ともなっていたことから、室町時代には豊地城、屋
口城、小田城などの城が築かれ、江戸時代には小田町を中心に街道筋に町並みが開けた。現在でも、各
神社では古式豊かなまつりが行われている。特に、垣田神社や久保木町住吉神社では神輿と布団太鼓が
巡行する御旅の行事が行われており、地域の歴史を感じさせる景観資源である。
（出典：小野市HP）

● ●

小野市（下東条
地区）

●

こだまの森

　こだまの森は、山に囲まれた自然溢れる丘陵地に整備された公園である。園内には散策路、アスレチッ
ク遊具、グランドゴルフなどの施設が整備され、高齢者から子どもまでが一緒になって楽しめる。散策道に
は、健康の小道、花の小道、冒険の小道の3つのコースが設けられている。また、グラウンドゴルフは2コー
ス、16ホールが設けられ、人々に親しまれた憩いの拠点となっている。芝生広場の周囲には桜の木が立ち
並び、春には花見が楽しめるなど、四季を通じて美しい自然環境を体感できる。
（出典：小野市ＨＰ、小野市観光協会ＨＰ、ハートにぐっと北播磨ＨＰ）

●

小野市万勝寺
町1314他

●

船木南山古墳

　船木南山古墳は、東条川中流左岸の段丘上に築造された古墳である。一辺約14ｍの方形を呈し、隅が
突出することが確認された。その形態からすると弥生時代後半に山陰地方で盛行した四隅突出型墳丘墓
の可能性が高く、その関係が注目される。平成元年に実施した発掘調査では、墳丘から木棺墓とともに二
基の箱式石棺が確認されており、古代の歴史を感じさせる景観資源である。
（出典：古墳が語る播磨（神戸新聞総合出版センター発行　2013.11.30））

●

小野市船木町

※1：①豊かな自然景観　　②自然・緑あふれる農山村景観　　③表情豊かな市街地景観と受け継がれる歴史的景観　　④地域固有の文化的景観
※2：●印は景観シート有り。○印は関連する景観シートへの掲載を意味する。
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百
選
等
の
実
績

所
在
地

妙
見
塚
古
墳

　
妙
見
塚
は
、
小
野
市
内
で
も
数
少
な
い
前
方
後
円
墳
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
古
墳
時
代
中
期
頃
の
築
造
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
全
長
は
約
3
3
.4
m
、
周
囲
に
は
幅
約
2
.5
m
の
堀
が
あ
る
。
墳
丘
は
二
段
で
築
か
れ
、
周
囲
に
は
円
筒
埴
輪
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。

　
東
条
川
中
流
の
右
岸
段
丘
上
に
は
1
0
0
基
あ
ま
り
か
ら
な
る
船
木
・
中
番
古
墳
群
が
存
在
し
て
い
た
が
、
農
地
開
墾
の
た

め
に
大
部
分
が
消
滅
し
、
現
在
は
主
墳
の
妙
見
塚
お
よ
び
数
基
の
円
墳
を
残
す
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
昭
和
3
6
年

（
1
9
6
1
）
に
は
2
2
基
の
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、
木
棺
直
葬
、
横
穴
式
石
室
、
組
合
せ
式
石
室
、
カ
マ
ド
塚
な
ど
多
様
な
埋

葬
形
式
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
妙
見
塚
古
墳
は
地
域
の
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
希
少
な
景
観
資
源
と
な
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
小
野
市
Ｈ
Ｐ
、
小
野
市
観
光
協
会
H
P
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●
●

小
野
市
船
木
町

北
山

●

奥
田
家
住
宅

　
奥
田
家
は
代
々
農
業
を
営
み
、
小
野
藩
の
惣
庄
屋
を
務
め
た
旧
家
で
あ
る
。
住
宅
の
外
観
は
、
長
屋
門
が
配
さ
れ
、
主

屋
は
こ
の
地
域
に
古
く
か
ら
見
ら
れ
る
典
型
的
な
入
母
屋
造
、
茅
葺
の
葺
き
お
ろ
し
で
あ
り
、
古
式
で
素
朴
な
外
形
を
良
く

残
し
て
い
る
。

　
玄
関
を
入
っ
て
右
手
に
は
庭
に
沿
っ
て
ク
チ
ノ
マ
、
オ
ク
ノ
マ
、
裏
側
に
沿
っ
て
土
間
側
か
ら
ナ
カ
ノ
マ
、
ナ
ン
ド
、
オ
ク
ザ
シ

キ
と
続
き
、
六
間
取
り
と
な
っ
て
い
る
。
建
築
年
代
は
、
各
部
屋
の
指
鴨
居
を
は
じ
め
、
各
部
材
の
大
き
さ
や
仕
上
げ
の
丁

寧
さ
か
ら
見
て
、
江
戸
中
期
末
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
全
体
的
に
見
て
も
大
き
な
改
変
が
無
く
、
当
初
の
姿
を
保
っ
て
お

り
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
古
民
家
の
代
表
例
と
い
え
る
。
市
指
定
の
文
化
財
で
あ
り
、
兵
庫
県
指
定
の
民
家
百
選
に
も
選
ば

れ
て
い
る
。

　
茅
葺
の
建
物
は
周
囲
の
田
園
と
相
ま
っ
て
昔
な
が
ら
の
風
景
を
つ
く
り
だ
し
て
い
る
。

（
出
典
：
小
野
市
Ｈ
Ｐ
）

●

小
野
市
中
番
町

民
家
百
選
（
兵
庫

県
）

●

六
ヶ
井
堰
及
び
円
筒
分
水

　
六
ヶ
井
円
筒
分
水
は
、
流
れ
て
く
る
用
水
を
公
平
に
配
分
す
る
施
設
で
あ
る
。
東
条
川
下
流
部
に
あ
っ
た
6
つ
の
井
堰

が
、
昭
和
4
0
年
（
1
9
6
5
）
の
洪
水
で
被
害
を
受
け
、
統
合
し
て
新
し
く
六
ヶ
井
頭
首
工
が
造
ら
れ
た
。
鴨
川
ダ
ム
（
東
条
湖
）
の

水
は
、
東
条
川
を
経
由
し
、
六
ヶ
井
頭
首
工
で
取
水
さ
れ
、
円
筒
分
水
に
よ
っ
て
6
つ
の
井
堰
の
受
益
地
へ
公
平
に
配
分
さ

れ
る
。
東
条
川
右
岸
に
は
、
円
筒
分
水
で
分
け
ら
れ
た
後
、
東
条
川
の
下
を
サ
イ
フ
ォ
ン
で
く
ぐ
っ
て
送
ら
れ
る
。
地
域
の
農

業
と
田
園
景
観
を
支
え
る
代
表
的
な
施
設
で
あ
る
。

（
出
典
：
小
野
市
Ｈ
Ｐ
、
兵
庫
県
東
播
土
地
改
良
区
5
0
年
史
）

●
●

小
野
市
住
吉
町
、

久
保
木
町

●

慶
徳
寺

　
慶
徳
寺
は
曹
洞
宗
の
寺
院
で
、
釈
迦
如
来
を
本
尊
と
す
る
。
開
祖
は
春
庭
見
芳
（
し
ゅ
ん
て
い
け
ん
ぽ
う
）
和
尚
で
、
当
初

は
八
ヶ
池
周
辺
に
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
話
の
上
手
の
春
庭
見
芳
和
尚
の
説
法
を
聞
き
、
人
間
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が

で
き
た
と
い
う
有
名
な
龍
の
伝
承
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
も
、
お
寺
に
は
龍
が
お
礼
と
し
て
残
し
た
「
龍
の
う
ろ
こ
」
が

残
さ
れ
て
い
る
。

　
本
堂
は
入
母
屋
造
、
本
瓦
葺
の
大
き
な
建
物
で
、
そ
の
前
に
は
見
芳
和
尚
の
手
植
え
の
木
と
さ
れ
る
市
指
定
文
化
財
の

カ
ヤ
の
古
木
が
あ
る
。
ま
た
、
境
内
の
南
側
に
は
同
じ
く
市
指
定
文
化
財
の
大
き
な
石
造
の
五
輪
塔
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ

の
塔
は
凝
灰
岩
製
で
、
各
輪
の
正
面
に
は
薬
研
彫
に
よ
る
五
大
種
子
が
雄
渾
に
彫
ら
れ
て
い
る
が
、
他
の
３
面
は
種
子
の

特
異
な
略
点
と
な
っ
て
い
る
。
基
礎
部
の
東
面
の
左
右
に
は
造
立
の
趣
旨
と
室
町
時
代
の
応
永
2
5
年
（
1
4
1
8
）
の
紀
年
銘

が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　
慶
徳
寺
は
伝
承
と
と
も
に
地
域
に
親
し
ま
れ
、
大
切
に
守
ら
れ
て
き
た
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
小
野
市
H
P
）

●

小
野
市
河
合
中

町
7
3
7

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

2
 

小野市 - 2



北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
小
野
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
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績
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か
わ
い
快
適
の
森

　
小
野
八
ヶ
池
自
然
公
園
内
の
か
わ
い
快
適
の
森
は
、
青
野
ヶ
原
台
地
の
東
端
に
あ
り
、
里
山
や
た
め
池
、
湿
地
等
が
一

体
の
里
山
生
態
系
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
表
情
豊
か
な
全
長
4
K
m
の
散
策
道
を
設
け
て
い
る
。
尾
根
沿
い
に
は
、
ア
カ

マ
ツ
林
、
谷
筋
に
は
樹
高
の
高
い
コ
ナ
ラ
林
が
生
育
し
て
お
り
、
多
様
な
動
物
や
植
物
に
出
会
え
る
ほ
か
、
季
節
に
よ
る
変

化
が
楽
し
め
る
。
た
め
池
や
湿
地
で
は
、
数
少
な
く
な
っ
た
水
草
や
湿
地
植
物
、
鳥
類
や
昆
虫
類
も
見
ら
れ
る
。
大
塚
山
の

泣
き
石
な
ど
豊
富
な
文
化
財
に
も
恵
ま
れ
、
林
道
沿
い
の
モ
ミ
ジ
や
門
割
山
の
果
樹
類
な
ど
は
、
四
季
折
々
の
変
化
を
見

せ
る
。

（
出
典
：
小
野
市
H
P
）

●

小
野
市
河
合
中

町
9
4
2

●

旧
大
門
廠
舎

　
旧
大
門
廠
舎
は
、
明
治
2
1
年
か
ら
軍
馬
の
養
成
所
と
な
っ
て
い
た
場
所
に
演
習
場
と
し
て
設
け
ら
れ
た
廠
舎
（
馬
屋
）
で

あ
る
。
廠
舎
は
東
西
に
あ
っ
た
と
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
大
門
廠
舎
、
高
岡
廠
舎
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
廠
舎
の
名
前
は
現
在
も

残
っ
て
い
る
も
の
の
、
昭
和
に
な
る
と
全
体
が
陸
軍
の
演
習
地
と
な
っ
た
め
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
現
在
、
料
理
屋
と
な
っ

て
い
る
建
物
が
そ
の
名
残
り
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

●
●

小
野
市
復
井
町

神
戸
電
鉄
粟
生
線
加
古

川
橋
梁

　
加
古
川
の
流
れ
は
、
加
東
市
と
小
野
市
の
境
界
付
近
で
東
条
川
と
合
流
し
、
小
野
市
中
部
で
は
万
願
寺
川
と
合
流
し
て

水
量
を
増
す
。
万
願
寺
川
と
の
合
流
付
近
に
は
、
神
戸
電
鉄
粟
生
線
の
加
古
川
橋
梁
が
架
け
ら
れ
て
い
る
。
東
側
の
２
連

は
、
明
治
時
代
に
造
ら
れ
た
鉄
製
の
桁
が
今
も
使
わ
れ
て
い
る
。
一
連
は
長
さ
約
3
0
ｍ
、
幅
約
５
ｍ
の
規
模
で
、
両
側
に
は

三
角
の
ト
ラ
ス
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
形
式
の
も
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
輸
入
さ
れ
、
全
国
の
1
2
0
の
鉄
道
で
使
わ
れ
て

い
た
も
の
で
、
当
橋
梁
も
の
は
大
糸
線
（
長
野
県
）
、
水
戸
線
(茨
城
県
）
で
使
わ
れ
て
い
た
も
の
が
再
利
用
さ
れ
て
い
る
。
老

朽
化
に
よ
り
撤
去
さ
れ
た
一
部
は
、
播
磨
中
央
公
園
の
歩
道
橋
と
し
て
再
生
さ
れ
て
い
る
が
、
今
も
加
古
川
の
雄
大
で
豊
か

な
清
流
の
上
の
橋
梁
を
鉄
道
が
駆
け
抜
け
る
姿
は
、
地
域
の
固
有
な
景
観
資
源
と
な
っ
て
い
る
。

小
野
市
粟
生
町

●

Ｊ
Ｒ
加
古
川
線
万
願
寺
川

橋
梁

　
Ｊ
Ｒ
加
古
川
線
万
願
寺
川
橋
梁
は
、
大
正
２
年
（
1
9
1
3
）
の
播
州
鉄
道
開
通
時
に
架
け
ら
れ
た
全
長
8
8
ｍ
の
鉄
道
橋
梁

で
、
加
古
川
駅
か
ら
1
6
ｋ
ｍ
の
と
こ
ろ
に
あ
た
る
。
川
の
中
に
３
つ
の
橋
脚
を
建
て
、
そ
の
上
に
鉄
製
の
橋
桁
を
渡
し
て
い

る
。
長
方
形
の
切
石
を
積
ん
だ
橋
脚
な
ど
は
建
設
時
の
な
ご
り
を
と
ど
め
て
お
り
、
地
域
の
交
通
を
支
え
て
き
た
歴
史
を
感

じ
さ
せ
る
固
有
な
景
観
資
源
と
な
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
加
古
川
水
系
（
国
管
理
）
の
橋
と
堰
（
国
土
交
通
省
 姫
路
河
川
国
道
事
務
所
 小
野
出
張
所
作
成
）
）

●

小
野
市
阿
形
町
、

粟
生
町

●

あ
お
陶
遊
館
ア
ル
テ

　
あ
お
陶
遊
館
ア
ル
テ
は
、
J
R
・
神
戸
電
鉄
粟
生
（
あ
お
）
駅
前
に
平
成
2
0
年
（
2
0
0
8
）
4
月
に
竣
工
し
た
。
伝
統
工
芸
の
陶

芸
が
体
験
で
き
る
施
設
で
あ
る
が
、
建
物
の
外
観
は
そ
れ
と
は
対
照
的
な
モ
ダ
ン
な
雰
囲
気
を
醸
し
て
い
る
。

（
出
典
：
小
野
市
H
P
）

●

小
野
市
粟
生
町

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

3
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北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
小
野
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

金
鑵
城
遺
跡
広
場

　
金
鑵
城
は
、
青
野
ヶ
原
台
地
に
築
か
れ
た
中
世
の
山
城
で
、
城
主
は
播
磨
守
護
職
で
あ
っ
た
赤
松
氏
の
有
力
な
家
臣
、

中
村
氏
と
さ
れ
て
い
る
。
主
郭
の
周
囲
に
は
土
塁
を
め
ぐ
ら
せ
、
台
地
が
続
く
西
側
に
は
幅
2
0
ｍ
、
深
さ
9
ｍ
の
堀
切
、
尾
根

に
は
櫓
を
設
け
防
備
を
固
め
て
い
た
。
伝
承
に
よ
れ
ば
、
城
内
に
深
い
井
戸
が
あ
り
、
そ
の
水
を
「
か
ね
の
つ
る
べ
」
で
汲

み
上
げ
て
い
た
こ
と
か
ら
「
金
鑵
城
」
と
い
う
城
名
に
な
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。

城
の
遺
構
と
と
も
に
弥
生
時
代
中
期
後
半
頃
の
竪
穴
式
住
居
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
平
成
1
2
年
（
2
0
0
0
）
に
は
、
史
跡
公
園

と
し
て
整
備
さ
れ
、
「
金
鑵
城
遺
跡
広
場
」
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。
ま
た
、
当
遺
跡
広
場
を
含
め
て
周
囲
は
、
「
夢
の
森

公
園
」
と
し
て
散
策
道
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
ロ
ー
ラ
ー
す
べ
り
台
や
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
遊
具
な
ど
も
楽
し
め
る
憩
い
の
森
と
な
っ
て

い
る
。

城
の
周
囲
を
囲
む
土
塁
や
木
橋
、
門
、
櫓
な
ど
が
復
元
さ
れ
、
往
時
の
姿
を
思
わ
せ
る
景
観
が
創
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

城
か
ら
の
眺
望
が
優
れ
て
お
り
、
小
野
市
内
は
も
と
よ
り
多
可
町
、
加
東
市
、
神
戸
市
内
の
山
々
ま
で
見
渡
す
こ
と
が
で
き

る
ほ
か
、
天
候
が
よ
け
れ
ば
明
石
海
峡
大
橋
ま
で
望
む
こ
と
が
で
き
る
。

（
出
典
：
小
野
市
Ｈ
Ｐ
、
小
野
市
観
光
協
会
H
P
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●

小
野
市
昭
和
町

4
4
1
-
6

●

市
場
舟
着
場

　
山
田
川
が
加
古
川
に
合
流
す
る
現
在
の
万
歳
橋
あ
た
り
は
、
江
戸
時
代
に
は
加
古
川
舟
運
の
拠
点
と
な
る
舟
着
場
と

な
っ
て
い
た
。
こ
の
舟
着
場
を
拠
点
と
し
て
活
躍
し
た
の
が
近
藤
家
で
あ
る
。
亀
造
の
時
に
海
運
業
へ
と
乗
り
だ
し
、
高
砂
港

か
ら
北
は
松
前
、
西
は
長
崎
と
大
帆
船
を
回
航
し
て
交
易
を
図
り
、
日
本
で
も
有
数
の
豪
商
に
な
っ
た
。
舟
着
場
周
辺
は
、

「
ハ
マ
ン
ジ
ョ
」
と
呼
ば
れ
、
高
瀬
舟
に
使
わ
れ
た
舟
材
を
用
い
た
倉
庫
な
ど
が
残
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
て
舟
運
が
盛
ん
だ
っ

た
頃
の
面
影
を
残
す
景
観
資
源
と
な
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
小
野
市
H
P
）

●
●

小
野
市
市
場
町

●

北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー

　
北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
三
木
、
小
野
両
市
民
病
院
の
統
合
及
び
移
転
に
よ
り
、
平
成
2
5
年
（
2
0
1
3
）
に
現
在
の

場
所
に
新
設
さ
れ
た
。
北
播
磨
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
先
端
医
療
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
「
マ
グ
ネ
ッ

ト
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
の
も
と
、
患
者
に
と
っ
て
も
医
療
関
係
者
に
と
っ
て
も
魅
力
あ
る
病
院
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。

施
設
内
に
は
積
極
的
に
緑
地
が
設
け
ら
れ
、
ま
た
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
患
者
や
ス
タ
ッ
フ
に
安
ら
ぎ
を
与

え
、
ス
ト
レ
ス
軽
減
に
つ
な
が
る
景
観
が
創
出
さ
れ
て
い
る
。

　
第
1
6
回
「
人
間
サ
イ
ズ
の
ま
ち
づ
く
り
賞
」
ま
ち
な
み
建
築
部
門
　
奨
励
賞
を
受
賞
（
兵
庫
県
）
し
て
い
る
。

（
出
典
：
兵
庫
県
Ｈ
Ｐ
、
小
野
市
Ｈ
Ｐ
）

●

小
野
市
市
場
町

9
2
6
-
2
5
0

●

樫
山
古
墳
群

　
樫
山
古
墳
群
は
、
大
村
坂
か
ら
樫
山
町
室
山
に
至
る
ゴ
ル
フ
場
内
の
丘
陵
台
地
上
に
分
布
す
る
1
5
0
基
以
上
の
円
墳
群

で
あ
り
、
数
基
か
ら
1
0
数
基
の
支
群
に
分
か
れ
て
い
る
。
「
七
ツ
塚
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
内
の
1
基
は
、
直
径
約
4
0
m
、
高
さ
約

5
m
の
大
円
墳
で
、
古
墳
群
の
主
墳
と
考
え
ら
れ
る
。
昭
和
3
9
年
（
1
9
6
4
）
に
実
施
さ
れ
た
4
基
の
発
掘
調
査
で
は
、
横
穴
式

石
室
や
組
合
せ
式
石
棺
な
ど
の
主
体
部
が
確
認
さ
れ
、
刀
、
刀
子
、
馬
具
、
須
恵
器
な
ど
の
副
葬
品
が
出
土
し
て
い
る
。

当
古
墳
群
は
、
6
世
紀
を
中
心
と
し
て
丘
陵
一
体
に
集
中
し
て
築
か
れ
た
家
族
墓
と
考
え
ら
れ
る
。
古
代
の
家
族
構
成
と
墓

制
を
知
る
う
え
で
大
変
貴
重
な
古
墳
群
で
あ
り
、
ゴ
ル
フ
場
の
中
で
は
あ
る
が
歴
史
的
な
雰
囲
気
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
出
典
：
小
野
市
H
P
）

●
●

小
野
市
樫
山
町

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。
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北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
小
野
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

焼
山
古
墳
群

　
焼
山
古
墳
群
は
、
か
つ
て
は
2
0
0
基
を
超
え
る
大
古
墳
群
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
1
0
数
基
が
残
る
の
み
で
あ
る
。
県
の
史

跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
４
基
の
内
、
２
基
は
帆
立
貝
式
古
墳
で
、
残
り
の
２
基
は
円
墳
で
あ
る
。
昭
和
３
３
年
（
1
9
5
8
）
の
発

掘
調
査
で
は
、
１
つ
の
墳
丘
に
数
基
の
木
棺
が
埋
葬
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
副
葬
品
と
し
て
は
、
玉
、
金
環
、

刀
、
馬
具
、
須
恵
器
な
ど
が
あ
る
。
当
古
墳
群
は
、
６
世
紀
代
を
中
心
と
し
て
築
か
れ
た
家
族
墓
と
考
え
ら
れ
る
。

　
保
存
さ
れ
た
墳
丘
は
地
域
の
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
景
観
を
創
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
古
墳
群
が
散
在
す
る
焼
山
台
地
は
、

万
勝
寺
川
と
山
田
川
に
挟
ま
れ
た
段
丘
上
に
あ
り
、
小
野
市
街
地
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
出
典
：
小
野
市
H
P
）

●
●

小
野
市
二
葉
町

●

匠
台
公
園
　
お
の
ア
ク
ト

　
匠
台
公
園
体
育
館
（
お
の
ア
ク
ト
）
は
、
な
だ
ら
か
な
丘
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
匠
台
公
園
と
一
体
的
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。
直

径
5
4
.7
ｍ
の
ド
ー
ム
屋
根
の
中
に
、
全
体
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
か
ら
突
出
し
な
い
よ
う
に
小
体
育
館
が
納
め
ら
れ
、
1
階
部
分
は
ド

ラ
イ
エ
リ
ア
を
挟
ん
で
芝
生
の
丘
の
下
に
埋
め
ら
れ
て
い
る
。

　
公
園
に
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
、
体
育
館
と
と
も
に
魅
力
あ
る
景
観
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。
周
囲
の
山
一

面
に
は
桜
が
植
栽
さ
れ
て
お
り
、
見
応
え
の
あ
る
花
見
が
楽
し
め
る
。

　
第
3
回
「
人
間
サ
イ
ズ
の
ま
ち
づ
く
り
賞
」
建
築
部
門
を
受
賞
（
兵
庫
県
）
し
て
い
る
。

（
出
典
：
兵
庫
県
Ｈ
Ｐ
、
小
野
市
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●

小
野
市
匠
台
7
7

●

阿
弥
陀
堂
の
大
ク
ロ
ガ
ネ

モ
チ

　
阿
弥
陀
堂
の
大
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
は
、
樹
高
8
ｍ
、
下
部
ほ
ど
太
く
幹
周
は
3
.3
0
ｍ
あ
り
、
市
の
保
存
樹
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
地
表
は
根
株
が
周
り
を
し
っ
か
り
と
押
さ
え
て
い
て
安
定
感
が
あ
る
。
樹
肌
は
灰
白
色
で
あ
る
が
、
日
差
し
の
強
い
と
き
、
ま

た
薄
日
の
と
き
は
、
密
に
詰
ま
っ
た
樹
冠
の
葉
が
黒
々
と
黒
く
映
る
。
阿
弥
陀
堂
と
と
も
に
地
域
か
ら
大
事
に
守
ら
れ
て
き
て

お
り
、
昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
堂
々
と
し
た
姿
は
、
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
の
巨
樹
・
巨
木
1
0
0
選
（
社
団
法
人
兵
庫
県
林
業
会
議
、
社
団
法
人
兵
庫
県
治
山
林
道
協
会
　
平
成
1
7
年

1
0
月
）
）

●

小
野
市
神
明
町

2
5
3

ひ
ょ
う
ご
の
巨
樹
･

巨
木
1
0
0
選
（
(社
)

兵
庫
県
林
業
会

議
、
(社
)兵
庫
県

治
山
林
道
協
会
）

●

神
明
神
社

　
神
明
神
社
は
、
室
町
時
代
に
伊
勢
神
宮
か
ら
下
向
し
て
建
社
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
社
殿
は
伊
勢
神
宮
の
よ
う
に
神

明
造
の
内
宮
と
外
宮
の
建
物
が
並
ん
で
建
っ
て
い
る
。
小
野
藩
四
代
藩
主
一
柳
末
栄
公
が
寄
進
し
た
神
明
鳥
居
も
あ
る
。

　
「
小
野
の
神
明
さ
ん
、
火
縄
を
く
り
や
る
。
明
け
り
ゃ
初
春
松
飾
り
…
…
…
」
と
唱
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
当
地
方
の
年
越
し

の
行
事
と
し
て
、
市
内
は
も
ち
ろ
ん
東
播
磨
一
円
の
人
々
が
毎
年
大
晦
日
に
な
る
と
神
明
神
社
に
参
拝
し
、
神
火
を
も
ら
い

受
け
る
。
そ
の
火
で
神
棚
に
献
燈
し
、
新
春
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
起
源
等
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
を
ま
た
ね
ば

な
ら
な
い
が
、
ロ
ク
ロ
に
よ
る
火
起
し
は
、
今
も
な
お
古
式
ゆ
た
か
に
神
職
及
び
崇
敬
者
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

（
出
典
：
小
野
市
H
P
）

●

小
野
市
神
明
町

小
野
市
立
好
古
館

　
小
野
市
立
好
古
館
で
は
、
市
域
の
歴
史
・
地
理
・
文
化
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
資
料
を
収
蔵
展
示
し
て
い
る
。
館
内
実
体
験

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
昔
の
玩
具
で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
、
ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー
は
小
野
の
歴
史
と
風
土
を
映
像
に
よ
り
紹
介
し
て
い

る
。
敷
地
内
に
は
茶
室
「
柳
風
亭
」
が
あ
り
、
茶
道
を
通
し
て
日
本
の
伝
統
文
化
に
触
れ
な
が
ら
、
わ
び
・
さ
び
と
い
っ
た
閑

寂
で
う
る
お
い
の
あ
る
美
が
堪
能
で
き
る
。

内
部
は
改
装
を
行
っ
て
い
る
が
、
外
観
は
小
野
小
学
校
の
講
堂
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
い
る
。
講
堂
は
昭
和
1
1
年
（
1
9
3
6
）

に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
鉄
骨
で
骨
組
み
が
な
さ
れ
、
屋
根
は
切
妻
で
、
ス
レ
ー
ト
瓦
で
葺
か
れ
て
い
た
。
外
観
は
洋
風
の

様
式
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
上
部
を
丸
く
切
っ
た
窓
、
柱
を
模
し
た
玄
関
の
装
飾
な
ど
に
そ
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
。

県
の
景
観
形
成
重
要
建
造
物
に
指
定
さ
れ
た
地
域
の
重
要
な
景
観
資
源
で
あ
る
。
（
平
成
1
8
年
度
）

（
出
典
：
兵
庫
県
Ｈ
Ｐ
、
小
野
市
Ｈ
Ｐ
）

●

小
野
市
西
本
町

4
7
7

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。
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北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
小
野
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

小
野
藩
陣
屋
跡

　
小
野
藩
は
一
柳
家
が
代
々
藩
主
を
務
め
、
明
治
期
ま
で
地
域
の
政
治
を
行
っ
て
き
た
。
小
野
藩
陣
屋
跡
は
、
現
在
の
小

野
小
学
校
か
ら
小
野
高
等
学
校
に
か
け
て
の
一
帯
に
築
か
れ
て
い
た
。
小
学
校
の
門
の
横
に
は
陣
屋
跡
を
示
す
石
碑
が

あ
り
、
そ
の
範
囲
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
陣
屋
が
築
か
れ
た
場
所
は
段
丘
の
先
端
に
位
置
し
、
東
側
に
あ
る
雁
又
池
や
北
側
を
西
に
向
か
っ
て
流
れ
落
ち
る
大
池

越
水
用
水
路
が
堀
の
役
目
を
果
た
し
て
い
た
。
陣
屋
内
に
は
、
公
廨
庁
、
御
西
御
殿
、
御
手
丸
御
殿
、
御
隠
殿
、
武
器
庫
、

そ
の
北
に
位
置
す
る
現
在
の
小
野
高
校
の
場
所
に
は
藩
校
帰
正
館
、
米
蔵
、
演
武
場
な
ど
が
配
置
さ
れ
、
そ
の
北
に
は
武

家
屋
敷
が
続
き
、
東
に
は
南
北
約
7
5
0
ｍ
に
亘
り
商
人
町
（
現
在
の
小
野
商
店
街
）
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
。

　
今
は
陣
屋
関
連
の
ほ
と
ん
ど
が
姿
を
消
し
て
い
る
が
、
地
形
や
町
の
地
割
り
な
ど
に
そ
の
面
影
が
感
じ
ら
れ
る
。
陣
屋
跡

の
範
囲
に
は
好
古
館
や
柳
風
亭
（
茶
室
）
が
あ
り
、
歴
史
を
感
じ
る
景
観
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。

（
出
典
：
小
野
市
H
P
）

●
●

小
野
市
西
本
町

●

奥
田
醤
油
店

　
奥
田
醤
油
店
は
、
小
野
商
店
街
の
中
に
残
る
商
家
で
あ
る
。
建
物
の
土
壁
、
格
子
、
入
口
の
板
戸
な
ど
に
江
戸
時
代
末

期
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
佇
ま
い
を
良
く
残
し
て
い
る
。
（
個
人
商
店
の
た
め
中
の
見
学
は
不
可
）

●
小
野
市
上
本
町

小
野
商
店
街

　
小
野
商
店
街
は
、
小
野
藩
が
現
在
の
小
野
小
学
校
の
場
所
に
陣
屋
を
構
え
た
時
、
そ
の
西
側
に
長
さ
約
8
0
0
ｍ
の
道
路

を
新
た
に
設
け
、
そ
の
両
側
に
商
家
や
町
屋
を
配
し
た
陣
屋
町
が
原
形
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
で
は
、
商
家
や
守
り
神
と
し

て
祀
ら
れ
た
「
愛
宕
神
社
」
や
憩
い
の
場
「
サ
ン
パ
ー
ク
」
の
ほ
か
、
商
店
街
の
活
動
拠
点
と
し
て
カ
フ
ェ
や
展
示
ス
ペ
ー
ス

を
併
設
し
た
市
民
参
加
型
の
複
合
施
設
「
お
の
夢
館
」
な
ど
が
並
ん
で
い
る
。
ま
た
、
「
陣
屋
ま
つ
り
」
を
は
じ
め
と
し
た
地
域

の
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し
て
い
る
。

　
商
店
街
の
中
に
あ
る
井
上
家
住
宅
は
、
江
戸
の
た
た
ず
ま
い
を
今
に
伝
え
る
商
家
建
物
で
あ
り
、
黒
川
屋
と
い
う
屋
号
を

も
つ
。
（
現
在
も
商
店
と
使
用
さ
れ
て
お
り
、
原
則
的
に
は
非
公
開
）

●

小
野
市
本
町

旧
芝
本
歯
科

　
旧
芝
本
歯
科
は
、
商
店
街
筋
か
ら
折
れ
た
横
道
筋
に
位
置
し
て
い
る
。
木
造
瓦
葺
き
で
、
壁
を
板
張
り
と
し
た
建
物
で
、
昭

和
初
期
の
雰
囲
気
が
保
た
れ
て
い
る
。

小
野
市
本
町

3
3
4
-
3

王
塚
古
墳

　
王
塚
古
墳
は
、
加
古
川
左
岸
段
丘
上
に
所
在
す
る
王
子
古
墳
群
の
主
墳
で
あ
る
が
、
周
辺
の
古
墳
は
、
開
発
に
よ
り
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
消
滅
し
て
い
る
。
古
墳
時
代
中
期
（
5
世
紀
中
頃
）
の
築
造
で
、
年
代
規
模
に
お
い
て
も
市
内
の
代
表
的
な

古
墳
と
い
え
る
。
昭
和
2
7
年
（
1
9
5
2
）
に
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、
直
径
4
5
m
、
高
さ
7
m
の
円
墳
で
、
周
囲
に
は
幅
約
8
m
、

深
さ
約
1
m
の
堀
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
主
体
部
は
竪
穴
式
石
室
で
、
内
部
か
ら
は
、
鏡
、
甲
、
冑
、
鉄
刀
、

三
輪
玉
な
ど
の
副
葬
品
が
出
土
し
、
武
器
や
武
具
な
ど
甲
冑
類
の
豊
か
さ
か
ら
当
地
方
の
首
長
級
の
墳
墓
で
あ
る
と
推
測

さ
れ
る
。

　
王
塚
古
墳
は
悠
久
の
歴
史
を
今
に
伝
え
る
景
観
資
源
で
あ
る
。

（
出
典
：
古
墳
が
語
る
播
磨
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
　
2
0
1
3
.1
1
.3
0
）
、
小
野
市
H
P
）

●
●

小
野
市
王
子
町

●

小
野
市
伝
統
産
業
会
館

　
小
野
市
伝
統
産
業
会
館
は
、
昭
和
5
1
年
（
1
9
7
6
）
に
通
産
省
の
伝
統
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
た
小
野
市
の
伝
統
産
業
で
あ

る
「
播
州
そ
ろ
ば
ん
」
の
振
興
と
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
5
8
年
（
1
9
8
3
）
4
月
に
開
館
し
た
施
設
で
あ
る
。
小
野
市

の
特
産
で
あ
る
そ
ろ
ば
ん
・
鎌
・
家
庭
刃
物
・
木
工
芸
品
・
つ
り
針
な
ど
の
展
示
と
、
各
種
資
料
を
揃
え
る
ほ
か
、
そ
ろ
ば
ん

玉
の
製
造
実
演
を
行
っ
て
お
り
、
地
域
の
生
活
文
化
や
産
業
の
歴
史
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
出
典
：
小
野
市
H
P
）

●

小
野
市
王
子
町

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。
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北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
小
野
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

小
野
ま
つ
り

　
小
野
ま
つ
り
は
、
昭
和
5
3
年
か
ら
続
く
小
野
市
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
毎
年
8
月
中
旬
の
土
日
に
大
池
総
合
公
園
・
小

野
市
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
他
で
開
催
さ
れ
、
夏
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
。

　
初
日
に
は
、
「
の
ど
自
慢
大
会
」
や
小
野
市
内
６
地
区
及
び
文
化
連
盟
に
よ
り
演
じ
ら
れ
る
「
市
民
　
夏
の
夢
舞
台
」
、
小
野

音
頭
・
新
小
野
小
唄
な
ど
伝
統
的
な
盆
踊
り
を
踊
る
「
市
民
総
踊
り
」
、
約
5
,0
0
0
発
の
花
火
「
フ
ァ
イ
ヤ
ー
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
」
な

ど
が
行
わ
れ
る
。
２
日
目
は
、
3
,0
0
0
人
を
超
え
る
踊
り
子
が
集
結
す
る
ダ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト
「
お
の
恋
お
ど
り
」
や
子
ど
も
を
対

象
と
し
た
物
づ
く
り
体
験
等
が
で
き
る
「
子
ど
も
広
場
」
な
ど
が
開
催
さ
れ
る
。

　
小
野
ま
つ
り
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
て
多
く
の
市
民
の
参
加
に
よ
り
活
気
と
賑
わ
い
の
あ
る
催
し
と
し
て
定
着
し
て
お
り
、

地
域
に
親
し
ま
れ
た
新
た
な
文
化
景
観
資
源
と
な
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
小
野
市
H
P
、
小
野
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●

小
野
市
王
子
町
、

中
島
町

●

旧
浄
谷
公
会
堂

　
旧
浄
谷
町
公
会
堂
は
、
昭
和
8
年
（
1
9
3
3
）
に
建
築
さ
れ
た
集
会
施
設
で
あ
る
。
ス
レ
ー
ト
瓦
葺
、
寄
棟
の
板
間
の
建
物

に
、
東
側
と
南
側
に
ガ
ラ
ス
戸
を
取
り
付
け
た
座
敷
の
建
物
を
付
属
さ
せ
て
い
る
。
壁
は
と
も
に
板
壁
で
、
板
間
建
物
の
南

側
東
寄
り
に
玄
関
を
設
け
、
そ
の
前
に
は
破
風
状
の
庇
が
付
い
て
い
る
。

　
建
物
は
浄
土
寺
の
門
前
に
形
成
さ
れ
た
集
落
の
中
に
あ
り
、
隣
に
地
蔵
堂
が
建
っ
て
い
る
な
ど
、
古
く
か
ら
地
域
に
親
し

ま
れ
た
存
在
で
あ
り
、
集
落
の
景
観
を
構
成
す
る
要
素
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

●

小
野
市
浄
谷
町

1
5
5
5
-
1

●

共
進
牧
場

　
共
進
牧
場
は
、
昭
和
2
5
年
（
1
9
5
0
）
に
設
立
し
、
昭
和
3
2
年
（
1
9
5
7
）
に
浄
谷
町
北
部
の
山
林
を
切
り
開
き
、
1
6
万
坪
の
放

牧
農
園
と
牛
乳
工
場
を
建
設
し
た
。
播
州
平
野
の
丘
陵
地
に
広
が
る
牧
場
に
は
、
牛
乳
工
場
の
ほ
か
に
牛
舎
や
レ
ス
ト
ラ

ン
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
5
0
頭
も
の
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
が
放
牧
さ
れ
、
群
れ
を
な
し
て
草
を
食
む
姿
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

牛
と
の
触
れ
合
い
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
緑
の
草
原
一
面
に
の
ど
か
な
風
景
が
広
が
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
小
野
市
H
P
）

●

小
野
市
浄
谷
町

●

き
よ
た
に
い
っ
ぷ
く
堂

　
き
よ
た
に
い
っ
ぷ
く
堂
は
、
国
宝
浄
土
寺
の
前
に
立
地
し
て
い
る
地
産
地
消
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
あ
る
。

内
部
に
は
4
本
の
柱
が
立
ち
、
梁
の
木
材
が
組
み
合
わ
さ
り
、
登
り
垂
木
を
思
わ
せ
る
ス
ギ
板
張
り
の
屋
根
裏
が
よ
く
見
え

る
。
ま
た
、
蔀
戸
（
し
と
み
ど
）
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
黒
い
格
子
を
は
め
て
耐
震
強
度
を
高
め
て
い
る
。
３
面
が
床
か
ら
軒
梁
ま
で

ガ
ラ
ス
張
り
と
な
っ
て
お
り
、
周
囲
の
田
園
風
景
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
建
物
の
高
さ
は
低
く
抑
え
ら
れ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
屋
根
は
宝
形
造
と
す
る
な
ど
、
浄
土
寺
を
意
識
し
た
設
計
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
入
口
付
近
に
は
赤
い
柱
列
を
配
し
て
お
り
、
浄
土
寺
浄
土
堂
の
意
匠
を
感
じ
さ
せ
る
な
ど
、
周
辺
の
景
観
と
の
調
和

が
図
ら
れ
て
い
る
。

　
第
1
4
回
「
人
間
サ
イ
ズ
の
ま
ち
づ
く
り
賞
」
ま
ち
な
み
建
築
部
門
　
奨
励
賞
を
受
賞
（
兵
庫
県
）
し
て
い
る
。

（
出
典
：
兵
庫
県
Ｈ
Ｐ
、
兵
庫
県
立
丹
波
年
輪
の
里
H
P
、
小
野
市
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●

小
野
市
浄
谷
町

3
2
9
4
-
1

●

浄
土
寺

　
浄
土
寺
の
浄
土
堂
は
、
鎌
倉
時
代
、
建
久
年
間
(1
1
9
2
～
1
1
9
7
)に
重
源
上
人
が
奈
良
の
東
大
寺
再
建
に
用
い
た
大
仏

様
（
天
竺
様
）
と
い
う
技
法
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
て
お
り
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
建
物
で
あ
る
。
堂
内
に
は
、
国

宝
に
指
定
さ
れ
た
名
仏
師
　
快
慶
作
の
巨
大
な
阿
弥
陀
三
尊
立
像
が
あ
る
。

春
に
は
境
内
各
所
で
桜
が
満
開
と
な
り
、
浄
土
堂
と
と
も
に
雅
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
。
ま
た
裏
山
に
は
約
１
万
株
の
あ
じ

さ
い
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
四
国
八
十
八
ヶ
所
め
ぐ
り
が
で
き
る
林
道
も
設
け
ら
れ
、
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
8
8
体
の
地
蔵

を
巡
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
出
典
：
小
野
市
H
P
）

●
●

小
野
市
浄
谷
町

2
0
9
4

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。
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北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
小
野
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園

　
自
然
環
境
の
中
で
年
齢
を
問
わ
ず
、
一
日
中
の
ん
び
り
と
憩
え
る
公
園
と
し
て
平
成
1
4
年
（
2
0
0
2
）
4
月
2
1
日
に
オ
ー
プ
ン

し
た
。
国
道
1
7
5
号
沿
い
の
丘
陵
地
約
8
h
aが
整
備
さ
れ
、
年
間
約
7
0
万
人
の
来
場
者
数
を
誇
る
。

　
シ
ン
ボ
ル
の
｢ひ
ま
わ
り
の
塔
｣か
ら
は
、
の
ど
か
な
田
園
風
景
や
夕
日
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
公
園
前
の
農
地
に

は
、
夏
に
は
市
花
で
あ
る
約
3
4
万
本
の
ひ
ま
わ
り
が
、
秋
に
は
コ
ス
モ
ス
が
「
花
の
じ
ゅ
う
た
ん
」
の
よ
う
に
咲
き
誇
る
。
花
の

小
径
に
は
四
季
折
々
の
花
壇
が
つ
く
ら
れ
、
ま
た
大
規
模
芝
生
広
場
は
サ
ッ
カ
ー
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
た
め
の
多

目
的
広
場
と
な
っ
て
い
る
。
わ
ん
ぱ
く
広
場
に
は
大
型
遊
具
を
設
置
し
て
い
る
。

（
出
典
：
小
野
市
Ｈ
Ｐ
、
小
野
市
観
光
協
会
H
P
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●

小
野
市
浄
谷
町

1
5
4
5
-
3
2
1

私
の
好
き
な
兵
庫

の
ま
ち
な
み
1
0
0

選
（
兵
庫
県
）

●

敷
地
大
塚
古
墳

　
敷
地
大
塚
古
墳
は
、
中
位
段
丘
の
先
端
部
付
近
に
所
在
す
る
直
径
約
5
0
ｍ
、
高
さ
5
ｍ
以
上
の
大
円
墳
で
、
幅
8
～
1
4
ｍ

の
堀
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
1
3
年
（
1
9
3
8
）
に
は
土
取
り
に
伴
い
主
体
部
の
粘
土
郭
が
確
認
さ
れ
、
割
竹
形
木
棺
が

納
め
ら
れ
て
い
た
。
主
体
部
か
ら
は
、
７
面
の
鏡
や
碧
玉
製
の
管
玉
や
ガ
ラ
ス
玉
が
多
数
出
土
し
て
い
る
。
出
土
遺
物
等
か

ら
、
築
造
時
期
は
古
墳
時
代
前
期
後
半
か
ら
中
期
前
半
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
古
代
の
悠
久
の
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
景
観

資
源
で
あ
る
。

古
墳
が
語
る
播
磨
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
　
2
0
1
3
.1
1
.3
0
）
）

●

小
野
市
敷
地
町

き
ら
ら
通
り

　
き
ら
ら
通
り
は
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
県
道
三
木
宍
粟
線
の
銀
杏
並
木
で
あ
る
。
平
成
1
4
年
（
2
0
0
2
）
か
ら
県
道
三
木
宍

粟
線
の
約
1
.2
km
の
区
間
に
１
９
５
基
の
照
明
灯
を
設
置
し
、
植
栽
帯
の
イ
チ
ョ
ウ
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
黄
色
を
基
調

色
と
し
、
交
差
点
に
は
判
別
し
や
す
い
よ
う
緑
色
の
ラ
イ
ト
を
配
色
し
て
お
り
、
幻
想
的
な
光
の
演
出
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

周
辺
農
家
や
農
作
物
へ
の
影
響
を
考
慮
し
た
明
る
さ
に
し
て
お
り
、
多
く
の
市
民
が
楽
し
め
る
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

光
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
の
鮮
や
か
さ
が
認
め
ら
れ
、
平
成
1
5
年
（
2
0
0
3
）
に
は
「
兵
庫
ま
ち
な
み
１
０
０
選
」
に
選
ば
れ
た
。
多
く

の
市
民
に
支
持
さ
れ
小
野
市
の
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

（
出
典
：
小
野
市
Ｈ
Ｐ
、
小
野
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●

小
野
市
敷
地
町
、

浄
谷
町

兵
庫
ま
ち
な
み
１

０
０
選

●

広
渡
廃
寺
跡
歴
史
公
園

　
広
渡
廃
寺
跡
歴
史
公
園
は
、
7
世
紀
後
半
頃
に
建
立
さ
れ
た
古
代
寺
院
跡
で
あ
る
。
東
西
両
塔
、
金
堂
、
講
堂
な
ど
が
確

認
さ
れ
て
お
り
、
奈
良
の
薬
師
寺
と
同
じ
伽
藍
配
置
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

　
ガ
イ
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
は
史
跡
の
北
西
角
に
位
置
し
て
お
り
、
史
跡
よ
り
低
い
場
所
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
史
跡
側
か
ら
見
た
と

き
に
施
設
が
必
要
以
上
に
強
調
さ
れ
な
い
よ
う
、
景
観
に
配
慮
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　
歴
史
公
園
の
一
角
に
は
1
/
2
0
の
縮
小
伽
藍
模
型
な
ど
が
あ
り
、
往
時
の
姿
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
史
跡
は
基
壇

と
呼
ば
れ
る
建
物
の
基
礎
が
復
元
さ
れ
、
古
代
寺
院
の
ス
ケ
ー
ル
を
感
じ
さ
せ
る
景
観
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
第
3
回
「
人
間
サ
イ
ズ
の
ま
ち
づ
く
り
賞
」
建
築
部
門
に
受
賞
（
兵
庫
県
）
し
て
い
る
。

（
出
典
：
兵
庫
県
H
P
）

●

小
野
市
広
渡
町

3
0
4
-
1

●

お
の
桜
づ
つ
み
回
廊

　
お
の
桜
づ
つ
み
回
廊
は
、
東
条
川
の
古
川
橋
か
ら
加
古
川
の
合
流
地
点
を
経
て
、
加
古
川
の
左
岸
沿
っ
て
整
備
さ
れ
て

い
る
。
約
4
km
に
渡
っ
て
桜
並
木
が
続
い
て
お
り
、
5
種
類
（
染
井
吉
野
・
大
島
・
江
戸
彼
岸
・
思
川
・
八
重
紅
枝
垂
）
の
桜
が

約
6
5
0
本
植
え
ら
れ
て
い
る
。
桜
は
上
流
か
ら
下
流
へ
と
順
番
に
開
花
す
る
た
め
、
桜
の
花
を
長
期
間
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
。
桜
並
木
の
下
に
は
ベ
ン
チ
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
桜
の
季
節
に
な
る
と
河
川
敷
や
土
手
の
芝
生
で
花
見
を
楽
し
む
人
々
で
賑

わ
う
。
堤
防
に
沿
っ
て
桜
が
延
々
と
連
な
り
、
桜
吹
雪
が
舞
う
壮
観
な
風
景
が
広
が
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
小
野
市
H
P
、
小
野
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●

小
野
市
古
川
町
、

喜
多
町
、
高
田

町
、
住
永
町

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。
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北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
小
野
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

小
野
市
う
る
お
い
交
流
館

エ
ク
ラ

　
小
野
市
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
は
、
最
大
5
0
2
名
収
容
の
本
格
的
な
ホ
ー
ル
、
多
目
的
に
利
用
で
き
る
ハ
ー
ト
フ
ル
サ
ロ

ン
、
ダ
ン
ス
や
バ
ン
ド
活
動
に
利
用
で
き
る
ス
タ
ジ
オ
な
ど
を
備
え
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
様
々
な
目
的
で
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
指
定
管
理
者
で
あ
る
N
P
O
法
人
が
中
心
と
な
り
、
憩
い
の
場
と
し
て
の
喫
茶
ス
ペ
ー
ス
や
交
流
ス
ペ
ー
ス
の
運
営
、
地
域

住
民
の
活
動
発
表
や
情
報
発
信
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
北
播
磨
地
域
の
市
民
活
動
の
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

　
ひ
ま
わ
り
に
見
立
て
た
ガ
ラ
ス
張
り
の
ハ
ー
ト
フ
ル
サ
ロ
ン
を
中
心
に
、
里
山
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ホ
ー
ル
棟
、
伝
統
工
芸
品

の
金
物
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
屋
根
を
持
つ
管
理
会
議
棟
な
ど
、
印
象
的
で
多
彩
な
表
情
を
持
っ
て
お
り
、
大
池
総
合
公
園
や
総

合
体
育
館
、
図
書
館
を
含
む
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
交
流
の
拠
点
エ
リ
ア
・
シ
ビ
ッ
ク
ゾ
ー
ン
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　
第
7
回
「
人
間
サ
イ
ズ
の
ま
ち
づ
く
り
賞
」
建
築
部
門
を
受
賞
（
兵
庫
県
）
し
て
い
る
。

（
出
典
：
兵
庫
県
Ｈ
Ｐ
、
小
野
市
Ｈ
Ｐ
、
小
野
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●

小
野
市
中
島
町

7
2

●

高
山
古
墳
群

　
高
山
古
墳
群
を
構
成
す
る
古
墳
の
う
ち
、
夫
婦
池
古
墳
は
直
径
約
1
3
ｍ
、
高
さ
約
３
ｍ
の
円
墳
で
、
現
状
は
夫
婦
池
内
に

所
在
す
る
た
め
、
池
に
浮
い
た
よ
う
な
状
況
に
あ
る
。
墳
丘
の
周
囲
に
は
、
埴
輪
が
め
ぐ
ら
さ
れ
、
主
体
部
は
不
明
で
あ
る

が
、
古
墳
時
代
中
期
後
半
の
築
造
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
当
古
墳
の
南
側
の
中
位
段
丘
上
に
は
、
1
1
基
の
円
墳
か
ら
な
る

高
山
古
墳
群
が
所
在
し
て
い
る
。
主
体
部
は
木
棺
直
葬
で
、
１
号
墳
で
は
陶
棺
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

（
出
典
：
古
墳
が
語
る
播
磨
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
　
2
0
1
3
.1
1
.3
0
）
）

●

小
野
市
久
保
木

町

菅
田
町
の
お
堂

　
菅
田
町
に
所
在
す
る
桟
瓦
葺
、
宝
形
造
の
お
堂
は
、
薬
師
如
来
像
を
本
尊
と
す
る
こ
と
か
ら
「
薬
師
堂
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
本
尊
の
脇
に
は
、
日
光
、
月
光
菩
薩
、
十
二
神
将
、
弘
法
大
師
像
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
加
東
四
国
八
十
八
箇
所
の
札

所
の
7
8
番
札
所
「
薬
王
子
院
」
と
も
な
っ
て
お
り
、
地
域
住
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

●

小
野
市
菅
田
町

山
水
荘

　
山
水
荘
は
、
加
古
川
を
見
下
ろ
す
小
高
い
山
の
中
腹
に
あ
る
木
造
瓦
葺
の
建
物
で
あ
る
。
第
6
代
日
本
銀
行
総
裁
で

あ
っ
た
松
尾
臣
善
（
し
げ
よ
し
）
が
明
治
4
0
年
（
1
9
0
7
）
に
別
荘
と
し
て
建
築
し
た
。
東
京
か
ら
大
工
を
呼
び
寄
せ
て
仕
事
に

あ
た
ら
せ
た
も
の
で
、
明
治
末
期
の
建
築
様
式
が
採
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　
現
在
こ
の
建
物
は
料
亭
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、
庭
に
面
し
た
客
間
や
臣
善
の
使
っ
て
い
た
書
斎
が
良
好
に
残
さ
れ

て
お
り
、
往
時
の
姿
を
伝
え
る
景
観
資
源
と
な
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
広
報
お
の
（
2
0
1
3
.2
）
、
小
野
市
観
光
協
会
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●
●

小
野
市
阿
形
町

4
8
7
-
2

●

男
池
(鴨
池
)

　
「
男
池
（
お
い
け
）
」
は
鴨
池
と
も
呼
ば
れ
、
近
く
の
「
女
池
（
め
い
け
）
」
と
と
も
に
江
戸
時
代
に
灌
漑
用
と
し
て
設
け
ら
れ

た
。
男
池
一
帯
は
昭
和
4
6
年
（
1
9
7
1
）
、
播
磨
中
部
丘
陵
県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
男
池
周
辺
に
は
野
鳥
観

察
小
屋
や
キ
ャ
ン
プ
場
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
小
野
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
な
ど
が
あ
り
、
一
年
を
通
し
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
冬
季
に
な
る
と
、
男
池
に
は
シ
ベ
リ
ア
の
極
寒
を
避
け
て
カ
モ
の
群
れ
が
飛
来
し
、
松
林
に
囲
ま
れ
た
周
囲
4
km
の
水
辺

に
群
れ
が
広
が
る
。
カ
モ
は
9
月
頃
か
ら
姿
を
見
せ
は
じ
め
、
翌
年
3
月
ま
で
滞
在
す
る
。
最
盛
期
に
は
マ
ガ
モ
や
ヒ
ド
リ
ガ

モ
、
カ
ル
ガ
モ
な
ど
9
種
類
、
約
1
,5
0
0
羽
が
群
れ
る
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
風
景
1
0
0
選
　
風
と
歩
く
（
朝
日
新
聞
神
戸
支
局
）
、
兵
庫
百
景
Ⅰ
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
）
、
播

磨
の
た
め
池
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
）
、
小
野
市
Ｈ
Ｐ
、
小
野
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
H
P
）

●

小
野
市
来
住
町

ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
1
0
0
景

（
兵
庫
県
）

風
と
歩
く
「
ひ
ょ
う

ご
風
景
1
0
0
選
」

（
朝
日
新
聞
）

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

9
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北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
小
野
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

女
池

　
女
池
に
は
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
飛
来
す
る
が
、
餌
と
な
る
マ
コ
モ
が
減
り
、
そ
の
数
も
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
愛
鳥
家
ら
は

「
き
す
み
の
野
鳥
を
守
る
会
」
を
結
成
し
、
餌
付
け
と
マ
コ
モ
繁
殖
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
池
に
群
れ
る
渡
り
鳥
や
舞
い
降
り
る
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
優
雅
な
姿
は
、
こ
の
地
域
の
固
有
な
景
観
を
特
徴
づ
け
る
も
の
で

あ
り
、
播
磨
に
冬
の
訪
れ
を
告
げ
る
「
冬
の
使
者
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
風
景
1
0
0
選
　
風
と
歩
く
（
朝
日
新
聞
神
戸
支
局
）
、
兵
庫
百
景
Ⅰ
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
）
、
播

磨
の
た
め
池
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
）
、
小
野
市
Ｈ
Ｐ
、
小
野
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
H
P
）

●

小
野
市
来
住
町

ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
1
0
0
景

（
兵
庫
県
）

風
と
歩
く
「
ひ
ょ
う

ご
風
景
1
0
0
選
」

（
朝
日
新
聞
）

●

小
野
ア
ル
プ
ス

　
J
R
小
野
町
駅
か
ら
遠
く
西
を
望
む
と
、
緑
の
山
並
み
が
点
在
す
る
住
宅
の
間
に
見
え
隠
れ
す
る
。
「
小
野
ア
ル
プ
ス
」
と
し

て
親
し
ま
れ
る
紅
山
連
山
の
頂
で
あ
る
。
通
称
「
小
野
富
士
」
（
惣
山
、
1
9
8
.9
ｍ
）
を
挟
む
東
西
約
1
4
.7
km
の
小
野
ア
ル
プ
ス

は
、
地
元
の
登
山
愛
好
家
が
命
名
し
た
。
桜
と
紅
葉
の
季
節
は
登
山
者
に
人
気
が
あ
る
。

　
小
野
ア
ル
プ
ス
の
最
高
峰
、
小
野
富
士
か
ら
見
下
ろ
す
景
色
は
、
切
り
立
っ
た
岩
盤
や
加
古
川
と
そ
の
支
流
が
悠
々
と
流

れ
、
晴
れ
た
日
に
は
明
石
海
峡
大
橋
や
淡
路
島
が
望
め
る
自
然
の
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
っ
て
い
る
。
小
野
ア
ル
プ
ス
は
、
小

野
市
福
甸
町
か
ら
「
白
雲
谷
温
泉
ゆ
ぴ
か
ま
」
で
連
な
り
、
「
紅
山
登
山
コ
ー
ス
」
「
中
コ
ー
ス
」
「
東
コ
ー
ス
」
と
、
い
く
つ
か
の

山
歩
き
を
楽
し
め
る
コ
ー
ス
が
あ
る
。
初
心
者
や
家
族
連
れ
で
も
気
軽
に
登
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
周
辺
に
は
「
ひ
ょ
う
ご
豊
か
な
森
づ
く
り
構
想
」
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
里
山
林
「
き
す
み
の
見
晴
ら
し
の
森
」
が
広
が

る
。
き
す
み
の
見
晴
ら
し
の
森
に
は
、
３
つ
の
散
策
ル
ー
ト
が
あ
り
、
歩
く
に
つ
れ
て
変
化
す
る
自
然
豊
か
な
景
観
を
満
喫
で

き
る
。
尾
根
沿
い
の
整
備
さ
れ
た
林
道
に
は
、
春
に
ツ
ツ
ジ
が
色
鮮
や
か
に
咲
く
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
1
0
0
景
（
兵
庫
県
）
、
小
野
市
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●

小
野
市
来
住
町

ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
1
0
0
景

（
兵
庫
県
）

新
日
本
歩
く
道
紀

行
1
0
0
選
（
ふ
る
さ

と
の
道
）

●

ア
ン
テ
ナ
山

　
通
称
「
ア
ン
テ
ナ
山
」
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
る
紅
山
連
山
の
一
角
で
あ
る
。
春
に
は
上
り
坂
を
桜
が
彩
る
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
1
0
0
景
（
兵
庫
県
）
）

小
野
市
来
住
町

ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
1
0
0
景

（
兵
庫
県
）

○

水
谷
山
養
父
寺

　
水
谷
山
養
父
寺
は
、
聖
徳
太
子
が
建
立
し
た
と
さ
れ
る
由
緒
あ
る
寺
で
あ
る
。
本
堂
前
に
立
つ
花
崗
岩
で
つ
く
ら
れ
た
九

重
層
塔
は
、
笠
と
相
輪
部
の
一
部
を
欠
く
も
の
の
、
市
内
で
は
数
少
な
い
完
成
遺
品
で
あ
る
。
笠
は
軸
部
造
り
付
け
式
で
、

塔
身
の
南
面
に
は
貞
和
４
年
（
1
3
4
8
）
の
紀
年
刻
銘
が
あ
る
。
本
堂
の
左
後
方
の
山
林
中
に
は
石
造
五
輪
塔
が
並
ん
で

建
っ
て
い
る
。
２
基
と
も
花
崗
岩
製
で
あ
り
、
右
塔
の
基
礎
正
面
に
は
康
永
３
年
（
1
3
4
4
）
の
紀
年
刻
銘
が
あ
る
。
地
蔵
石
仏

は
、
参
道
石
階
段
の
両
脇
に
建
っ
て
お
り
、
凝
灰
岩
製
の
組
合
せ
式
石
棺
を
再
使
用
し
て
、
碑
面
に
地
蔵
立
像
を
半
肉
彫

り
し
て
い
る
。
両
像
は
、
比
較
的
よ
く
似
て
お
り
、
と
も
に
室
町
中
期
頃
の
造
立
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
境
内
に
は
多
数
の
石
造
物
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
地
域
の
歴
史
文
化
的
な
景
観
を
呈
し
て
い
る
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
1
0
0
景
（
兵
庫
県
）
、
小
野
市
H
P
）

●

小
野
市
来
住
町

1
0
9
9

ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
1
0
0
景

（
兵
庫
県
）

●

岩
倉
２
号
墳

　
岩
倉
２
号
墳
は
、
紅
山
山
麓
に
点
々
と
築
か
れ
た
1
3
基
の
円
墳
か
ら
な
る
岩
倉
古
墳
群
の
う
ち
で
も
築
造
技
術
、
規
模
、

保
存
状
況
と
も
に
す
ぐ
れ
た
古
墳
で
あ
り
、
紅
山
の
登
山
道
脇
に
所
在
す
る
。
直
径
1
5
ｍ
、
高
さ
3
ｍ
の
円
墳
で
、
小
野
市

内
で
最
大
規
模
の
横
穴
式
石
室
を
持
っ
て
い
る
。
入
口
か
ら
玄
室
ま
で
は
、
長
さ
4
.5
ｍ
、
幅
1
.6
ｍ
、
高
さ
1
.2
ｍ
の
羨
道
（
せ

ん
ど
う
）
が
続
い
て
い
る
。
両
袖
式
と
な
る
玄
室
（
げ
ん
し
つ
）
は
長
さ
５
ｍ
、
幅
2
.5
、
高
さ
３
ｍ
で
、
奥
壁
、
側
壁
は
み
ご
と
に

巨
石
が
積
ま
れ
、
特
に
天
井
石
の
大
き
さ
は
圧
巻
で
あ
る
。
玄
室
は
死
者
を
葬
る
た
め
の
部
屋
で
、
当
地
を
治
め
た
有
力

者
が
葬
ら
れ
た
と
思
わ
れ
、
石
室
内
に
入
る
と
築
造
当
時
の
情
景
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
出
典
：
小
野
市
H
P
）

●
●

小
野
市
来
住
町

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

1
0
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北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
小
野
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

勝
手
野
古
墳
群

　
勝
手
野
古
墳
群
は
、
加
古
川
市
と
の
境
に
位
置
す
る
坊
主
山
の
山
裾
に
所
在
す
る
古
墳
群
で
あ
り
、
1
1
基
の
円
墳
で
構

成
し
て
い
る
。
主
体
部
は
横
穴
式
石
室
で
、
6
世
紀
末
か
ら
７
世
紀
前
半
頃
に
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
番
最
初
に
築
か

れ
た
３
号
墳
で
は
、
石
室
内
に
家
形
石
棺
が
置
か
れ
、
金
銅
製
の
馬
具
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
６
号
墳
の
石
室
の
前
に

は
装
飾
付
須
恵
器
と
呼
ば
れ
る
土
器
が
二
つ
門
柱
よ
う
に
立
て
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
須
恵
器
は
、
形
態
的
に
は
脚
付
き
壺

で
あ
る
が
、
壺
部
に
底
が
無
く
、
胴
部
に
は
つ
ば
状
の
も
の
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
つ
ば
の
上
に
は
、
人
物
や
動
物
を

模
し
た
小
像
が
並
べ
ら
れ
、
そ
の
形
態
か
ら
狩
猟
、
相
撲
、
求
愛
な
ど
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
想
像
さ
れ
て
い
る
。
古
代
の
歴
史

を
知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
景
観
資
源
で
あ
る
。

（
出
典
：
古
墳
が
語
る
播
磨
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
　
2
0
1
3
.1
1
.3
0
）
）

●

小
野
市
黍
田
町

白
雲
谷
温
泉
ゆ
ぴ
か

　
白
雲
谷
温
泉
ゆ
ぴ
か
は
、
1
,3
0
0
m
の
深
層
か
ら
1
億
年
を
経
て
湧
い
た
と
さ
れ
る
温
泉
の
湯
を
利
用
し
た
日
帰
り
入
浴
施

設
で
あ
る
。
三
木
断
層
か
ら
湧
出
し
た
源
泉
は
カ
ル
シ
ウ
ム
・
ナ
ト
リ
ウ
ム
塩
化
物
低
温
泉
で
あ
り
、
塩
分
を
豊
富
に
含
み
、

保
温
効
果
に
優
れ
て
い
る
と
し
て
人
気
を
集
め
て
い
る
。
湯
殿
は
、
「
水
辺
の
湯
」
と
「
森
の
湯
」
、
「
福
祉
風
呂
」
に
分
か
れ
、

歩
行
湯
や
寝
湯
、
打
た
せ
湯
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
露
天
風
呂
で
は
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
建
物
は
半
地
下
に
な
っ
て
お
り
、
周
辺
の
景
観
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
土
で
覆
わ
れ
、
木
造
フ
レ
ー
ム
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が

特
徴
的
な
ア
ク
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
木
や
珪
藻
土
等
の
自
然
素
材
を
使
い
、
自
然
と
調
和
し
た
癒
し
の
空
間
が
つ
く
ら
れ

て
い
る
。

　
第
6
回
「
人
間
サ
イ
ズ
の
ま
ち
づ
く
り
賞
」
建
築
部
門
を
受
賞
（
兵
庫
県
）
し
て
い
る
。

（
出
典
：
兵
庫
県
Ｈ
Ｐ
、
小
野
市
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●

小
野
市
黍
田
町

1
0
0
0
-
1

●

や
な
せ
苑
と
桜
づ
つ
み

　
や
な
せ
苑
は
、
加
古
川
上
流
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
修
景
施
設
と
し
て
整
備
さ
れ
た
約
7
,0
0
0
㎡
の
日
本
庭
園
で
あ
る
。
浄
化

セ
ン
タ
ー
の
処
理
水
を
利
用
し
た
滝
や
噴
水
、
と
ん
ぼ
池
、
芝
生
広
場
等
が
整
備
さ
れ
、
春
に
は
周
辺
に
咲
く
桜
と
と
も
に

日
本
情
緒
あ
ふ
れ
る
庭
園
美
を
演
出
し
て
い
る
。
浄
化
セ
ン
タ
ー
東
側
の
加
古
川
右
岸
の
堤
防
約
8
5
0
ｍ
に
は
、
桜
づ
つ

み
と
し
て
3
5
種
2
6
0
本
の
八
重
桜
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
や
な
せ
苑
の
桜
が
終
わ
っ
た
4
月
下
旬
、
赤
に
近
い
美
し
い
桜
絵

巻
を
披
露
し
て
く
れ
る
。

（
出
典
：
小
野
市
Ｈ
Ｐ
、
小
野
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ
、
ハ
ー
ト
に
ぐ
っ
と
北
播
磨
Ｈ
Ｐ
）

●

小
野
市
黍
田
町

●

境
田
池

　
境
田
池
に
は
ヨ
シ
が
密
集
し
て
い
る
。
ヨ
シ
の
群
れ
は
水
質
を
浄
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
水
中
の
茎
や
根
茎
に
付
着
す
る

微
生
物
や
線
虫
、
ニ
ナ
の
類
が
群
生
に
生
息
す
る
稚
魚
や
水
生
昆
虫
類
の
餌
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
魚
類
を
は
じ
め
、
水

生
昆
虫
類
や
鳥
類
の
産
卵
場
所
で
あ
り
、
す
み
か
で
も
あ
る
ヨ
シ
の
群
生
は
、
生
態
系
に
と
っ
て
重
要
な
存
在
で
あ
る
と
い

え
る
。

周
囲
に
水
路
が
整
備
さ
れ
た
平
成
2
年
（
1
9
9
0
）
頃
か
ら
農
業
用
に
は
使
わ
れ
て
い
な
い
が
、
地
域
住
民
の
手
で
管
理
が
続

け
ら
れ
、
美
し
い
景
観
を
保
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
播
磨
の
た
め
池
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
）
）

●

小
野
市
西
脇
町

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

1
1
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北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
小
野
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵
庫
を
構
成

す
る
主
要
な
景
観
※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

西
脇
町
獅
子
舞

　
西
脇
町
獅
子
舞
は
1
0
月
9
日
に
行
わ
れ
る
。
起
源
・
由
来
に
つ
い
て
、
口
伝
で
は
江
戸
時
代
に
流
行
し
た
厄
病
退
散
を
祈

願
し
て
奉
納
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
昭
和
3
0
年
代
初
め
ご
ろ
ま
で
は
、
宵
宮
と
本
祭
り
の
2
日
間
舞
わ
れ
て
い
た
。
以

前
は
若
一
（
じ
ゃ
く
い
ち
）
神
社
の
境
内
で
行
わ
れ
、
西
脇
町
の
青
年
団
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
4
8
年

（
1
9
7
3
）
以
降
は
西
脇
獅
子
舞
保
存
会
が
発
足
し
、
多
く
の
観
衆
を
収
容
す
る
た
め
に
西
脇
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
会
場
と
な
っ

て
い
る
。

　
本
祭
り
本
番
は
約
6
ｍ
四
方
の
演
場
が
つ
く
ら
れ
る
。
獅
子
は
二
人
立
ち
で
、
両
脇
に
は
囃
し
子
が
2
人
立
つ
。
舞
に
出
る

獅
子
頭
は
3
頭
で
、
2
頭
は
大
人
用
、
1
頭
は
子
ど
も
用
で
あ
る
。
舞
の
中
で
も
「
谷
渡
り
舞
」
は
見
事
で
あ
る
。
2
頭
の
獅
子
が

左
右
か
ら
又
状
に
組
ん
だ
高
さ
6
m
ほ
ど
の
梯
子
を
舞
い
の
ぼ
り
、
そ
の
上
で
入
れ
か
わ
り
、
反
対
側
へ
降
り
て
い
く
。

　
江
戸
時
代
か
ら
続
く
伝
統
的
な
景
観
が
地
域
住
民
に
よ
り
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
の
民
俗
芸
能
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
発
行
）
、
小
野
市
Ｈ
Ｐ
）

●

小
野
市
西
脇
町

●

大
龍
寺

　
大
龍
寺
は
、
曹
洞
宗
の
寺
院
で
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
で
あ
る
。
本
堂
へ
上
が
る
参
道
脇
に
は
六
地
蔵
の
石
棺
仏
が
並

ん
で
い
る
。
境
内
に
は
小
野
市
の
指
定
木
と
な
っ
て
い
る
ク
ス
ノ
キ
の
古
木
が
あ
り
、
本
堂
前
の
お
堂
に
は
飛
雲
の
台
座
に

立
つ
青
銅
製
の
韋
駄
天
立
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
境
内
南
方
に
は
小
野
市
の
伝
統
産
業
の
一
つ
で
あ
る
握
鋏

（
に
ぎ
り
は
さ
み
）
を
小
野
で
初
め
て
製
造
し
た
盛
町
宗
兵
衛
を
顕
彰
し
、
嘉
永
２
年
（
1
8
4
9
）
に
建
立
し
た
「
播
州
鋏
鍛
冶
之

祖
碑
」
が
あ
り
、
伝
統
産
業
の
歴
史
を
今
に
伝
え
る
景
観
資
源
と
な
っ
て
い
る
。

（
出
典
：
小
野
市
H
P
）

●

小
野
市
西
脇
町

2
0

●

出
水

　
出
水
は
、
三
つ
の
池
か
ら
な
る
大
規
模
な
自
然
湧
水
で
あ
る
。
池
の
内
側
に
は
丸
太
組
み
が
な
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
こ
ん
こ

ん
と
水
が
湧
い
て
い
る
。
澄
ん
だ
水
で
、
ど
ん
な
渇
水
時
に
も
涸
れ
た
こ
と
は
な
い
と
い
う
。
水
田
の
養
い
水
だ
け
で
な
く
、

洗
濯
場
と
し
て
も
日
常
か
ら
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
西
側
の
池
の
堤
に
は
、
小
野
市
の
保
存
樹
木
に
指
定
さ
れ
て
い
る

ア
カ
メ
ヤ
ナ
ギ
の
木
も
あ
る
。
池
の
周
り
は
大
島
出
水
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、
憩
い
の
場
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
る
景
観

資
源
で
あ
る
。

（
出
典
：
小
野
市
H
P
）

●

小
野
市
大
島
町

5
1
8

●

小
野
・
大
部
段
丘

　
小
野
・
大
部
段
丘
は
、
加
古
川
左
岸
に
形
成
さ
れ
た
広
大
な
段
丘
で
、
小
野
市
の
大
部
地
区
か
ら
小
野
地
区
に
わ
た
っ

て
広
が
っ
て
い
る
。
加
古
川
に
近
い
低
位
段
丘
は
弥
生
時
代
に
は
集
落
が
営
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
現
在
に
ま
で
続
い
て

い
る
。
低
位
段
丘
の
東
に
広
が
る
中
位
段
丘
は
古
墳
時
代
に
数
多
く
の
古
墳
が
造
ら
れ
、
奈
良
時
代
に
は
古
代
寺
院
の

広
渡
廃
寺
跡
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
中
位
段
丘
が
本
格
的
に
開
発
さ
れ
る
の
は
、
東
大
領
大
部
荘
と
な
っ
て
か
ら
で
、
鎌
倉

時
代
以
降
と
な
る
。
そ
の
拠
点
と
し
て
、
高
位
段
丘
に
建
立
さ
れ
た
の
が
浄
土
寺
で
あ
る
。
各
段
丘
は
広
く
、
そ
の
境
に
は

高
い
段
丘
壁
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
地
形
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
段
丘
か
ら
の
水
が
流
れ
出
し
て
く
る
谷

地
形
や
湧
水
な
ど
も
み
ら
れ
る
。
谷
地
形
に
は
そ
れ
ぞ
れ
溜
池
が
設
け
ら
れ
、
現
在
も
重
要
な
水
源
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
段
丘
地
形
は
古
代
か
ら
小
野
市
域
の
人
々
の
暮
ら
し
に
深
く
影
響
し
て
お
り
、
小
野
市
の
景
観
を
特
徴
づ

け
る
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。

●

小
野
市
（
大
部
地

区
、
小
野
地
区
）

●

大
住
橋

　
大
住
橋
は
昭
和
6
1
年
（
1
9
8
6
）
に
完
成
し
た
加
古
川
に
架
か
る
橋
で
あ
り
、
両
端
の
欄
干
に
小
野
市
の
伝
統
産
業
で
あ
る

「
そ
ろ
ば
ん
」
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
は
め
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
ろ
ば
ん
の
コ
マ
は
「
1
9
8
6
」
を
示
し
て
お
り
、
完
成
年
度
を
刻
ん
で

い
る
。
反
対
側
は
「
2
0
4
.8
」
と
な
っ
て
お
り
、
橋
の
長
さ
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
よ
り
、
ユ
ニ
ー
ク
な
景
観

が
創
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
橋
の
上
か
ら
は
加
古
川
の
雄
大
な
流
れ
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
1
0
0
景
（
兵
庫
県
）
、
小
野
市
Ｈ
Ｐ
）

●

小
野
市
下
来
住

町
、
大
島
町

ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
1
0
0
景

（
兵
庫
県
）

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

1
2
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北
播
磨
地
域
　
景
観
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
【
小
野
市
】

①
②

③
④

景
観

シ
ー
ト

※
2

景
観
資
源
の
内
容

景
観
資
源
の
名
称

ふ
る
さ
と
兵

庫
を
構
成

す
る
主
要

な
景
観

※
1

百
選
等
の
実
績

所
在
地

鍬
渓
神
社

　
鍬
渓
神
社
は
、
京
都
・
八
坂
神
社
の
流
れ
を
く
ん
で
お
り
、
悪
疫
を
払
い
安
泰
を
祈
願
す
る
「
ま
と
神
事
（
歩
射
祭
）
」
が
鎌

倉
時
代
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
当
時
は
騎
射
神
事
で
あ
り
、
魔
当
株
と
呼
ば
れ
る
7
軒
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
男
子
1
名
が
奉
納

し
た
と
さ
れ
る
。
現
在
で
は
株
が
廃
止
さ
れ
、
氏
子
の
6
地
区
が
順
番
に
受
け
持
っ
て
古
式
に
の
っ
と
り
施
行
し
て
い
る
。

1
月
2
日
の
地
起
こ
し
の
儀
に
始
ま
り
、
7
日
に
射
手
7
名
は
的
を
先
頭
に
神
社
へ
向
か
う
。
的
は
直
径
6
尺
（
約
1
8
0
c
m
）
の

六
角
形
で
、
黒
と
白
と
に
塗
り
わ
け
た
同
心
円
を
描
き
、
中
心
黒
星
は
「
鬼
」
の
字
を
書
い
て
塗
り
つ
ぶ
し
た
も
の
で
あ
る
。

射
手
7
名
が
こ
れ
を
射
る
。

神
社
の
参
道
に
は
2
0
0
も
の
石
灯
籠
が
本
堂
近
く
ま
で
並
ぶ
。
う
っ
そ
う
と
し
た
森
に
囲
ま
れ
た
神
社
の
静
寂
が
、
歴
史
あ
る

地
域
の
豊
か
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
。

（
出
典
：
ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
1
0
0
景
（
兵
庫
県
）
、
小
野
市
Ｈ
Ｐ
）

●

小
野
市
下
来
住

町
6
6
1

ひ
ょ
う
ご
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
1
0
0
景

（
兵
庫
県
）

●

※
1
：
①
豊
か
な
自
然
景
観
　
　
②
自
然
・
緑
あ
ふ
れ
る
農
山
村
景
観
　
　
③
表
情
豊
か
な
市
街
地
景
観
と
受
け
継
が
れ
る
歴
史
的
景
観
　
　
④
地
域
固
有
の
文
化
的
景
観

※
2
：
●
印
は
景
観
シ
ー
ト
有
り
。
○
印
は
関
連
す
る
景
観
シ
ー
ト
へ
の
掲
載
を
意
味
す
る
。

1
3
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